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警告  

注 意  

※ 

ポイント�

安全に関する記号 記号の意味 

一般情報に関する記号 

●このたびは、東洋エクステリア製品をお買い上げいただきまして誠にありがとうございます。�
●この取付説明書に示した表示記号の内容は、製品を安全に正しく施工していただき、施主様等の危害や損害を未
然に防止するためのものです。�
　表示記号の内容を良く理解したうえで、本書の内容（指示）にしたがってください。  �
●この取付説明書では、次のような記号を使用しています。 

－1－�

補 足  

＜施工の前に＞�

＜施工上のご注意＞�
注意�

●製品の施工には、危険を伴う場合がありますので、必ず専門の工事業者による施工をお願いします。��

●正しく施工、組付けをするために、施工前に必ず取付説明書をお読みください。��

●製品の施工については、必ず取付説明書にしたがってください。��

●施工終了後、取付説明書は施主様にお渡しください。��

●梱包明細書で必要な部材、部品が揃っているか確認してください。�

●ボルト、ネジは弊社純正品の規定本数を確実に締付け固定してください。��

●取付説明書の順番通りに組付けてください。製品の強度等、性能を低下させる場合が発生します。��

●アルミ製品が亜鉛、ステンレス以外の金属と接触する場合には、絶縁処理をしてください。��

●腐食のおそれのある接着剤や化学製品を使用する場合は、製品と接触しないようにするか、接触する部分を完全に養生

してください。��

●製品の改造は絶対にしないでください。��

●施工終了後は、ボルト、ネジなどにゆるみがないか確認してください。�

●施工中についた汚れは取除き、誤ってアルミ部にキズをつけた場合にはアルミ用補修塗料で補修してください。��

●施工終了後は扉の開閉チェックを行ない、不具合がないか確認してください。�

注意�

●説明の内容で知っておくと便利なことを示しています。�

●取付手順で、特に注意して作業をしていただきたいことを示しています。�
●守っていただかないと組付けができない内容、または製品全体に後々不具合が発生する
おそれのある内容を示しています。�

●取付説明の内容全体（個々の説明枠）にかかる注意事項を示しています。�
●取付説明の内容に制限がある場合の条件を示しています。�

●取扱いを誤った場合に、使用者が中・軽傷を負うおそれのある内容、または物的損害の
おそれがある内容を示しています。�

●取扱いを誤った場合に、使用者が死亡または重傷を負うおそれのある内容を示しています。�

ジャンボアルミ7型�
取付説明書 － ノンレールタイプ －�
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■梱包明細表�

名　　称�

先頭本体（右）（引き手框右用付）�

�

�

先頭本体（左）（引き手框左用付）�

�

�

連結本体（右）�

�

�

連結本体（左）�

�

�

本体連結金具（シャイングレー）�

�

�

本体連結金具（黒）�

�

�

落し棒受け�

�

【1-1】M6×20十字孔付六角ボルトセムス（PW+SW）（生地）�

【1-2】M6×20十字孔付六角ボルトセムス（PW+SW）（ブロンズ）�

※本体Aは8パンタ、本体Bは10パンタ、本体Cは12パンタとなります。�

略　　図�

員　数�

先頭本体�

（右）�

1�

�

�

－�

�

�

－�

�

�

－�

�

�

2�

�

�

2�

�

�

2�

�

8�

8

先頭本体�

（左）�

－�

�

�

1�

�

�

－�

�

�

－�

�

�

2�

�

�

2�

�

�

2�

�

8�

8

連結本体�

（右）�

－�

�

�

－�

�

�

1�

�

�

－�

�

�

2�

�

�

2�

�

�

1�

�

8�

8

連結本体�

（左）�

－�

�

�

－�

�

�

－�

�

�

1�

�

�

2�

�

�

2�

�

�

1�

�

8�

8

【1】本体A・B・Cセット�

名　　称�

戸当り柱（右）�

�

�

戸当り柱（左）�

�

�

吊り元柱�

�

�

引き手框右用�

�

�

ガイド框�

略　　図�
員　数�

片開き柱（右）�

1�

�

�

－�

�

�

1�

�

�

－�

�

�

－�

片開き柱（左）�

－�

�

�

1�

�

�

1�

�

�

－�

�

�

－�

両開き柱�

－�

�

�

－�

�

�

2�

�

�

1�

�

�

1

【2】柱セット�
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名　　称�

鍵�

�

�

本体連結金具（シャイングレー）�

�

�

本体連結金具（黒）�

�

�

落し棒受け�

�

【2-1】M6×20十字孔付六角ボルトセムス（PW+SW）（生地）�

【2-2】M6×20十字孔付六角ボルトセムス（PW+SW）（ブロンズ）�

略　　図�
員　数�

片開き柱（右）�

3�

�

�

－�

�

�

－�

�

�

－�

�

－�

－�

片開き柱（左）�

3�

�

�

－�

�

�

－�

�

�

－�

�

－�

－�

両開き柱�

3�

�

�

4�

�

�

4�

�

�

2�

�

16�

16

【2】柱セット（つづき）�

名　　称�

柱取付金具�

�

�

柱ブラケット（シャイングレー）�

�

�

柱ブラケット（黒）�

�

�

隙間埋め横桟�

�

【3-1】M8×20六角ボルト�

【3-2】M8用六角ナット�

【3-3】M8×25 六角ボルトセムス（PW+SW）（生地）�

【3-4】M8×25 六角ボルトセムス（PW+SW）（ブロンズ）�

【3-5】φ4×16 ナベドリリング（生地）�

【3-6】φ4×16 ナベドリリング（ブロンズ）�

【3-7】M12用六角ナット�

【3-8】アンカーボルト M12×150�

取付説明書　D388�

取扱説明書　UD077

略　　図� 員　数�

2�

�

�

2�

�

�

2�

�

�

2�

�

12�

12�

8�

8�

4�

4�

4�

4�

1�

1

【3】埋設部品箱�

名　　称�

転倒防止受け金具�

略　　図� 員　数�

1

【4】転倒防止受け金具�

－�

－�
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1. 施工寸法図�

1-1　片開きの場合�

1-2　両開きの場合�

●図はＨ12寸法を示し、（　）内寸法はＨ14の場合の寸法を示します。��
●図は右仕様です。左仕様の場合は左右を反転してください。�

ポイント�

●図はＨ12寸法を示し、（　）内寸法はＨ14の場合の寸法を示します。�

ポイント�
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�

1-3　H12寸法表�

表1-1　片開き�

呼称�

325S�
385S�
510S�
570S�
630S�
690S�
750S

製品寸法（mm）�
全幅�
3,250�
3,850�
5,100�
5,700�
6,300�
6,900�
7,500

開口幅�
2,579�
3,099�
4,139�
4,669�
5,189�
5,709�
6,239

たたみ幅�
601 �
681 �
891 �
961 �
1,041 �
1,121 �
1,191 

表1-2　両開き�

呼称�

515W�
635W�
755W�
1005W�
1125W�
1245W�
1365W�
1485W

製品寸法（mm）�

全幅�

5,160�
6,360�
7,560�
10,070�
11,270�
12,470�
13,670�
14,870

開口幅�

4,139�
5,199�
6,239�
8,329�
9,389�
10,429�
11,469�
12,529

たたみ幅�

531�
601�
681�
891�
961�
1,041�
1,121�
1,191

掛側� 受け側�
490�
560�
640�
850�
920�
1,000�
1,080�
1,150

1-4　H14寸法表�

表1-3　片開き�

呼称�

300S�
375S�
445S�
590S�
660S�
730S�
800S�
870S

製品寸法（mm）�
全幅�
3,050�
3,750�
4,450�
5,900�
6,600�
7,300�
8,000�
8,700

開口幅�
2,449�
3,079�
3,699�
4,939�
5,569�
6,189�
6,809�
7,439

たたみ幅�
531 �
601 �
681 �
891 �
961 �
1,041 �
1,121 �
1,191 

表1-4　両開き�

呼称�

595W�
735W�
875W�
1165W�
1305W�
1445W�
1585W�
1725W

製品寸法（mm）�

全幅�

5,960�
7,360�
8,760�
11,670�
13,070�
14,470�
15,870�
17,270

開口幅�

4,939�
6,199�
7,439�
9,929�
11,189�
12,429�
13,669�
14,929

たたみ幅�

531�
601�
681�
891�
961�
1,041�
1,121�
1,191

掛側� 受け側�
490�
560�
640�
850�
920�
1,000�
1,080�
1,150
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2. 柱の仮組立て�

③戸当り柱または吊元柱を、【3-3】および【3-4】をもちいて固定してください。�

①柱取付金具に柱ブラケットを、【3-1】および【3-2】をもちいて固定してください。��
②【3-8】を、【3-7】をもちいて柱取付金具に固定してください。�

●柱は基礎コンクリートが完全に硬化した後、錠の高さにあわせ取付け位置を変更することができます。この時点
では、柱ブラケットの水平・垂直位置を出すために、仮の高さで固定するようにしてください。�
●仮固定の際、片開きの場合戸当り柱と吊元柱、両開きの場合吊元柱同士の高さをあわせるため、全てのボルトを
柱ブラケットの長孔の中心位置で仮固定するようにしてください。�
●柱ブラケットの色がシャイングレー色側には【3-3】を、黒色側には【3-4】を使用してください。�

ポイント�

●この時、柱ブラケットは、シャイングレー色のものが敷地外側、黒色のものが敷地内側になるように固定してく
ださい。�

ポイント�

【3-4】M8×25六角ボルトセムス�
（PW＋SW）（ブロンズ）�

【3-7】M12用六角ナット�

【3-1】M8×20六角ボルト�

柱ブラケット�
（黒色）�

柱取付金具�
柱ブラケット�
（シャイングレー）�

【3-3】M8×25�
六角ボルトセムス�
（PW＋SW）（生地）�

戸当り柱または吊元柱�
（敷地外側）�

【3-2】M8用�
六角ナット�

【3-8】アンカーボルト�
M12×150

戸当り柱または吊元柱�
（敷地内側）�
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3. 柱ブラケットの埋設�

①柱の水平・垂直のほか、間口等の各寸法を確かめて、柱ブラケットの埋込基準線まで埋込んでください。�

●基礎コンクリートの厚さは、少なくとも前後の通路以上にしてください。�

ポイント�

16
0以
上�

16
0以
上�

全　幅�

戸当り柱�

埋込基準線� 埋込基準線�吊元柱�

全　幅�

吊元柱�

吊元柱�

図3-1　片開きの場合� 図3-2　両開きの場合�

敷地
内側
�

敷地
外側
�

敷地
内側
�

敷地
外側
�
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4-1　引き手框・ガイド框の取付け�

（1）片開きの場合�

（2）両開きの場合�

4. 本体の施工�

●ここからの施工は、基礎コンクリートが完全に硬化した後、行なってください。�

ポイント�

●片開き時の先頭本体には、引き手框があらかじめ取付いています。そのため特別に行なう作業はありません。�

ポイント�

①連結本体（右）側に引き手框を、連結
本体（左）側にガイド框を、本体連結
金具と、【2-1】および【2-2】をもち
いてそれぞれ固定してください。�

●本体連結金具は、シャイングレー色
のものが敷地外側、黒色のものが敷
地内側になるように固定してください。�
●本体連結金具の色がシャイングレー
色側には【2-1】を、黒色側には�
【2-2】を使用してください。�
●梱包時には敷地外側から見たときに、
右側に錠掛側が取付く仕様になって
います。錠の掛け・受けを左右入れ
替えたい場合は、「8.両開き時の錠
勝手の変更」項を参照してください。�

ポイント�

連結本体（左）� 連結本体（右）�

引き手框�ガイド框�

引き手框�
またはガイド框�

連結本体�

本体連結金具�
（黒色）�

【2-2】M6×20十字孔付�
六角ボルトセムス�
（PW＋SW）（ブロンズ）�

引き手框�
またはガイド框�

連結本体�

本体連結金具�
（シャイングレー）�

【2-1】M6×20十字孔付�
六角ボルトセムス�
（PW＋SW）（生地）�

敷地
内側
�

敷地
外側
�



－9－�
D388_200602A

�

4-2　本体の連結�

①先頭本体と連結本体、または連結本体
同士を、本体連結金具と【1-1】および
【1-2】をもちいて固定してください。�

●本体連結金具は、シャイングレー色
のものが敷地外側、黒色のものが敷
地内側になるように固定してください。�
●本体連結金具の色がシャイングレー
色側には、【1-1】を、黒色側には�
【1-2】を使用してください。�

ポイント�

●本製品は、間口サイズによって2体
以上を連結する仕様になっています。
2体以上の本体を連結する場合は下
記手順に従って施工してください。�

ポイント�

4-3　柱の本固定と隙間埋め横桟の取付け�

①仮固定していた柱を【3-3】および�
【3-4】をはずし、柱ブラケットから一
度取り外してください。�
②柱ブラケットの間に隙間埋め横桟を差
込んでください。�
③柱を再度柱ブラケットに差込み、門扉
本体の高さと同じ高さになる位置で�
【3-3】および【3-4】をもちいて完全
に固定してください。�
④あらかじめ柱ブラケットに差込んでお
いた隙間埋め用横桟を、柱下部に押し
付けて、柱下部と横桟間に隙間が空い
ていないことを確認後、【3-5】および
【3-6】をもちいて隙間埋め横桟を固定
してください。�

●柱ブラケットの色がシャイングレー
色側には、【3-3】および【3-5】を、
黒色側には【3-4】および【3-6】
を使用してください。�
●柱高さは標準位置から上下方向に±
10mm移動することが可能です。�

ポイント�

連結本体�先頭本体または連結本体�

20

連結本体�

本体連結金具�
（黒色）�

連結本体�

本体連結金具�
（シャイングレー）�

【1-1】M6×20十字孔付�
六角ボルトセムス�
（PW＋SW）（ブロンズ）�

【1-2】M6×20十字孔付�
六角ボルトセムス�
（PW＋SW）（生地）�

敷地
内側
�

敷地
外側
�

【3-6】φ4×16ナベドリリング�
（ブロンズ）�

【3-4】M8×25六角ボルトセムス�
（PW＋SW）（ブロンズ）�

【3-4】M8×25六角ボルトセムス�
（PW＋SW）（ブロンズ）�

【3-3】M8×25六角ボルトセムス�
（PW＋SW）（生地）�

【3-3】M8×25六角ボルトセムス�
（PW＋SW）（生地）�

柱ブラケット�

柱ブラケット�

柱ブラケット�

柱� 隙間埋め横桟�

隙間埋め横桟�

【3-5】φ4×16ナベドリリング�
（生地）�

敷地
外側
�

敷地
内側
�

敷地
外側
�

敷地
内側
�
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4. （つづき）�

4-4　吊元柱と本体の固定�

①本体と吊元柱を、本体連結金具と、【1-1】
および【1-2】をもちいて固定してくだ
さい。�

●本体連結金具は、シャイングレー色
のものが敷地外側、黒色のものが敷
地内側になるように固定してください。�
●本体連結金具の色がシャイングレー
色側には【1-1】を、黒色側には�
【1-2】を使用してください。�

ポイント�

5. 落し棒受けの埋設�

●門扉本体をたたんだ位置にあわせて埋設する落し棒受けは、錠掛側枠および錠受け側枠に固定している落し棒の
位置にあわせて埋設してください。�

ポイント�

①落し棒受けを門扉本体を伸ばして施錠した状態の位置、および門扉本体をたたみきった状態の位置にあわせて埋設
してください。�

16
0以
上�

16
0以
上�

全　幅�

戸当り柱�

落し棒受け�

吊元柱�

全　幅�

吊元柱�

落し棒受け�

吊元柱�埋込基準線� 埋込基準線�

図5-1　片開きの場合� 図5-2　両開きの場合�

本体（吊元側）� 吊元柱�

本体�

吊元柱�

本体連結金具�
（シャイングレー）�

本体�

吊元柱�

本体連結金具�
（黒色）�

【1-1】M6×20十字孔付�
六角ボルトセムス�
（PW＋SW）（ブロンズ）�

【1-2】M6×20十字孔付�
六角ボルトセムス�
（PW＋SW）（生地）�

敷地
内側
�

敷地
外側
�

敷地
内側
�

敷地
外側
�

敷地
内側
�

敷地
外側
�
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6. 格子ピッチの調整方法�

①本体縦格子の両端および車輪取付部に
取付いているスライドストッパーをM6
×20十字孔付六角ボルトセムスをはず
して、上下を反転しせ、再度同一ボル
トで固定してください。�

●本体の縦格子間のピッチを縮めるこ
とが出来ます。現場の状況に合わせ
て調整してください。�

ポイント�

●スライドストッパーによりピッチを変
更した場合は、同一本体全てのスライ
ドストッパーを変更してください。�
●縮めることが可能なピッチは高さサ
イズによって表6-1のようになります。�

十字穴付六角ボルト�
（座金付）M6×20

縦格子�
（枠体の両端および車輪部）�

スライドストッパー�
ポイント�

表6-1

高さ�
ピッチ�

変更前�
H12の場合�
H14の場合�

300�
350

変更後�
285�
335
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7. 転倒防止金具の取付け�

●埋め込み寸法図および表は標準の場合です。実際の現場にあわせて転倒防止掛け金具の停止位置を確認後、その
位置にあわせ埋込んでください。�

ポイント�

①転倒防止受け金具を、埋込み寸法図および表の寸法に基づいて、埋設してください。�

転倒防止掛け金具�

転倒防止操作棒�

転倒防止受け金具�

33
0

1
6
0
以
上
�

図6-1　片開きの場合�

50
L2 L1

全幅�

70 70

20
0

20
0

壁�

吊元柱�

転倒防止受け金具�

戸当り柱�引き手框�

33
0

1
6
0
以
上
�

図6-2　両開きの場合�

L1 L1L2 L2

全幅�

70

G.L.

転倒防止掛け金具�
停止位置�

50

70

20
0

20
0

壁�

吊元柱�

転倒防止受け金具�

吊元柱�引き手框�ガイド框�

門扉閉側� 吊元柱側�
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7. （つづき）�

表6-1　H12転倒防止受け金具埋込み寸法表�

呼称�

325S�
385S�
510S�
570S�
630S�
690S�
750S�
515W�
635W�
755W�
1005W�
1125W�
1245W�
1365W�
1485W

片開き�

両開き�

製品寸法（mm）�
全幅�
3,250�
3,850�
5,100�
5,700�
6,300�
6,900�
7,500�
5,160�
6,360�
7,560�
10,070�
11,270�
12,470�
13,670�
14,870

L1
本体組合せ�

2,450�
2,450�
3,050�
3,050�
3,650�
2,510�
3,110�
3,710�
2,450�
2,450�
3,050�
3,050�
3,650

転倒防止受け金具不用�
転倒防止受け金具不用�

�

先頭本体B�
先頭本体C�

先頭本体A＋連結本体A�
先頭本体A＋連結本体B�
先頭本体B＋連結本体B�
先頭本体B＋連結本体C�
先頭本体C＋連結本体C�
連結本体A×2（左右）�
連結本体B×2（左右）�
連結本体C×2（左右）�

連結本体A×2（左右）＋連結本体A×2（左右）�
連結本体A×2（左右）＋連結本体B×2（左右）�
連結本体B×2（左右）＋連結本体B×2（左右）�
連結本体B×2（左右）＋連結本体C×2（左右）�
連結本体C×2（左右）＋連結本体C×2（左右）�

L2

2,510�
3,110�
3,110�
3,710�
3,710�
－�
－�
－�

2,515�
3,115�
3,115�
3,715�
3,715

表6-2　H14転倒防止受け金具埋込み寸法表�

呼称�

300S�
375S�
445S�
590S�
660S�
730S�
800S�
870S�
595W�
735W�
875W�
1165W�
1305W�
1445W�
1585W�
1725W

片開き�

両開き�

製品寸法（mm）�
全幅�
3,050�
3,750�
4,450�
5,900�
6,600�
7,300�
8,000�
8,700�
5,960�
7,360�
8,760�
11,670�
13,070�
14,470�
15,870�
17,270

L1
本体組合せ�

2,850�
2,850�
3,550�
3,550�
4,250�
2,910�
3,610�
4,310�
2,850�
2,850�
3,550�
3,550�
4,250

転倒防止受け金具不用�
転倒防止受け金具不用�
転倒防止受け金具不用�

先頭本体A�
先頭本体B�
先頭本体C�

先頭本体A＋連結本体A�
先頭本体A＋連結本体B�
先頭本体B＋連結本体B�
先頭本体B＋連結本体C�
先頭本体C＋連結本体C�
連結本体A×2（左右）�
連結本体B×2（左右）�
連結本体C×2（左右）�

連結本体A×2（左右）＋連結本体A×2（左右）�
連結本体A×2（左右）＋連結本体B×2（左右）�
連結本体B×2（左右）＋連結本体B×2（左右）�
連結本体B×2（左右）＋連結本体C×2（左右）�
連結本体C×2（左右）＋連結本体C×2（左右）�

L2

2,910�
3,610�
3,610�
4,310�
4,310�
－�
－�
－�

2,915�
3,615�
3,615�
4,315�
4,315
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8. 両開き時の錠勝手の変更�

8-1　引き手框の変更�

①落し棒ホルダーを、M6×15十字孔付
六角ボルトセムスをはずし、天地をひっ
くり返した状態で再度同一ボルトで固
定してください。�

●錠勝手の変更には、φ5の電動ドリル、および6-4ステンレスリベット、リベッターが必要です。�
●錠勝手の変更を行なう際は、本体に固定した引き手框およびガイド框を取外してから行ない、勝手変更後に、再
度本体に取付けてください。�

ポイント�

（1）落し棒取付位置の変更�

十字穴付六角ボルトセムス�
M6×15

落し棒ホルダー�

縦格子�
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�

●錠レバー部裏面には青および黄色の
マーキングがあります。取付けの際
には、錠掛け部の正面から見て青色
マーキングが上面になっているもの
が右側、黄色マーキングが上面になっ
ているものが左側になるように取付
けてください。�
●青および黄色のマーキング位置が、
必ず上面になる位置で固定してくだ
さい。�

①錠掛け部のM5×12トラス小ネジをは
ずしてください。��
②錠レバー部をM4×120サラ小ネジ、お
よびM4×45サラ小ネジをはずして、
取外してください。��
③錠掛け部を一度取り外した状態で、M8
×115ナベ小ネジ、およびM8×45ナ
ベ小ネジをはずして、引き手を天地ひっ
くり返した後、同一のネジで再度固定
してください。��
④φ5の電気ドリルで南京錠掛金具を止め
ているリベットをはずし、天地をひっ
くり返した後、ステンレス6-4リベット
を使って再度固定してください。��
⑤錠掛け部を元の状態から裏返しにした後、
M5×12トラス小ネジで固定してくだ
さい。��
⑥錠レバー部をマーキング色に注意し、
M4×120サラ小ネジ、およびM4×
45サラ小ネジをもちいて固定してくだ
さい。�

（2）施錠部の変更�

ポイント�

※キープラグ�
（青マーキング）�

※キープラグ�
（黄マーキング）�

角芯5□�

角芯7□�

M5×12トラス小ネジ�

M4×120サラ小ネジ�

M8×115ナベ小ネジ�

M8×45ナベ小ネジ�

M4×45サラ小ネジ�

引き手框�
錠掛け部�

引き手�

南京錠掛け金具�

※キープラグ�
（黄マーキング）�

※キープラグ�
（青マーキング）�
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8. （つづき）�

8-2　ガイド框の変更�

（1）落し棒取付位置の変更�

①落し棒ホルダーを、M6×15十字孔付
六角ボルトセムスをはずし、天地をひっ
くり返した状態で再度同一ボルトを使
用して固定してください。�

（2）錠受け部の変更�

①錠受け部のM5×12トラス小ネジをは
ずしてください。��
��
②錠受け部を一度取り外した状態で、M8
×115ナベ小ネジ、およびM8×45ナ
ベ小ネジをはずし、引き手を天地ひっ
くり返した後、同一のネジで再度固定
してください。��
��
③φ5の電気ドリルを使用して、南京錠掛
金具を止めているリベットをはずし、
天地をひっくり返した後、ステンレス
6-4リベットで再度固定してください。
��
��
④錠受け部を元の状態から裏返しにした後、
M5×12トラス小ネジで固定してくだ
さい。�

十字穴付六角ボルトセムス�
M6×15

縦格子�
落し棒ホルダー�

M5×12トラス小ネジ�

M8×115ナベ小ネジ�

M8×45ナベ小ネジ�

ガイド框�

錠受け部�

引き手�

南京錠掛け金具�
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